
【認知症の方を介護されているご家族の意見交換会】 
 
１ 実施日  令和８年６月３０日（火） 
２ 参加者  ６名（続柄：子の妻、娘） 
３ 目 的  認知症の介護をされている家族の生の声を収集し、第１０期介護保険事業 

計画（認知症施策推進計画）の施策に反映させる 
４ 方 法  ２グループに分けて意見交換（認知症ケアパス参考） 
５ 内 容  ※意見要約 
【困っていること】 
・自分が言ったこと、自分でやったこと等忘れてしまうため同じことを繰り返すので、家

族は怒ってしまう。 
・排泄が上手く出来なくなってきた。 
・声掛けして本人にしてもらおうと思うが、毎回付き合っていられず、代わりにやってし

まう。 
・デイサービスやショートステイ等サービスの利用を嫌がる。 
・免許返納し自分で出かけられなくなったため、認知症状が進んだ。高齢者が集う場所に

連れて行っても本人は他の人と話そうとしない。 
【地域の支援体制】 
・独居のため近所の人に事情を話し、何かあればすぐに連絡してもらえるようにお願いし

ている。気づいたことは連絡をくれたり、本人を支援してくれる。 
 ・スーパーで押し車を間違えたときに、今後もあるかもしれないとお店に伝えた。 
・認知症の人が婦人会の旅行に参加した時、他の参加者が手をつなぐ等目を離さないよう

に気を付けてくれていた。 
【あったらいいな、こうなったらいいな】 
・福祉車両のレンタル（車いすが乗る軽自動車がよい） 
・自宅で簡単に作れる病院食のようなレシピ 
・耳が聞こえにくくても参加できる場所、男性が参加しやすい場所、技術が発揮できる場

所、やりたいことができる場所 
・外出に付き添ってくれるサービス 
・デイサービスの利用（自宅に送迎車が止まること）を恥ずかしいと思っているが、デイ

サービスの利用が特別視されず、地域に根付いたものになるといい。 
【家族会について】 
 ・男性が自然に参加できる交流の場があるといい。 
 ・同じように介護している人と話したり共感したりすることで気晴らしになる。 
６ その他  〇次回、８月末に第２回意見交換会を実施予定 
        内容：現在の認知症関連事業や地域の社会資源について（仮） 
       〇相談対応や事業所訪問等で認知症の人の生の声を集約予定 

資料５ 


